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1. 労務管理 カスタマーハラスメントの現状と対応 

カスタマーハラスメントとは、顧客や取引先などからの不当・悪質なクレームによる著しい迷惑行為のことです。被害

を受けた従業員は、その対応に追われて本来の業務ができなかったり、メンタル不調に陥ったりするケースも少なくあり

ません。 

本稿では、カスタマーハラスメントの実態や、厚生労働省の対応、企業が行うべき対策などについてお伝えします。 

 

■直近 1 年以内に不当要求やカスハラの被害に何回くらい遭ったことがありますか。 

※株式会社エス・ピー・ネットワーク「カスタマーハラスメント実態調査（2023 年）」 

 

１．カスタマーハラスメント被害状況 

 企業の危機管理を支援する「株式会社エス・ピー・

ネットワーク」が2023年7月に行った調査では、直近

1年間にカスタマーハラスメントを受けた企業の担当

者は、64.5％にも上りました。１年間に16回以上被

害を受けた人も、3.1％いました。 

また、この調査では、「土下座の要求」や「3時間以

上の拘束」といった甚大な被害が多いことも判明。業 

 

界別では、卸売・小売(百貨店・スーパー・コンビニ)

と交通インフラ（鉄道・飛行機・バス・タクシー）

で、50％以上が「執拗な言動」や「威圧的な言動」

の被害にあったと答えました。 

一方、カスタマーハラスメントについて、対策の方

針がない企業が55.3%、マニュアルがない企業も

68.1%に上り、企業の対応の遅れが明らかになってい

ます。 



- 2 - 

 

１．キャンペーンの主な取り組み 

厚生労働省は、労働災害防止団体などと連携し、キ

ャンペーンを通じて、企業に熱中症予防の周知・啓発

を集中的に行っています。今回のキャンペーンのポイ

ントは次の３つです。 

①暑さ指数（WBGT）を把握し、指数に応じた熱中

症予防対策を適切に講じる 

②作業を管理する者および労働者に、あらかじめ労

働衛生教育を行う 

③糖尿病、高血圧症などの疾患がある人に、医師等

の意見をふまえ配慮する 

 

①の暑さ指数（WBGT＝Wet-Bulb Globe 

Temperature）とは、職場の熱中症リスクを判断す

るための指標です。気温だけでなく湿度、風速、輻射

熱（放射熱）、身体作業強度、作業服の熱特性も考慮

し計算されます。厚生労働省は、職場に「暑さ指数 

 

計」を置き、指数を計測して熱中症予防対策を講じる

よう、呼びかけています。 

②の労働衛生教育に必要な教材は、厚生労働省のポ

ータルサイト「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろ

う！職場における熱中症予防情報」から入手できま

す。本サイト上では、熱中症予防対策についてPDF資

料やスライドショー動画で閲覧可能なほか、応急手当

カードなどのツールが掲載されています。 

③の糖尿病、高血圧症、心疾患、腎不全などは、熱

中症の発症に影響を及ぼすおそれがあります。産業医

などの助言をもとに、特に配慮する必要があります。 

また、熱中症の効果的な予防法として、厚生労働省

は次表のチェックを勧めています。 

 

２．厚生労働省の対応 

厚生労働省は指針のなかで、カスタマーハラスメン

トについて、適切な対応のための体制整備、被害者へ

の配慮の取り組みなどを推奨しています。 

2022年2月には、「カスタマーハラスメント対策企

業マニュアル」を公表し、企業の対応として以下のポ

イントを挙げました。 

＜カスタマーハラスメントを想定した事前準備＞ 

①基本方針の明確化、従業員への周知・啓発 

②従業員（被害者）のための相談体制の整備 

③カスタマーハラスメントへの対応方法の策定 

④社内対応ルールの従業員等への教育・研修 

＜カスタマーハラスメントが起こった際の対応＞ 

①事実関係の正確な確認と事案への対応 

②従業員への配慮 

③再発防止の取り組み 

④相談者のプライバシー保護、不利益取扱いを行わない

旨を従業員に周知 

※厚生労働省「カスタマーハラスメント対策企業マニュア

ル」より抜粋要約 

 

さらに、2023年9月には、労災認定を行う際の「心

理的負荷による精神障害の認定基準」を見直し、スト

レスの原因となる業務上の出来事に「顧客や取引先、

施設利用者等から受ける著しい迷惑行為」（いわゆるカ

スタマーハラスメント）を追加しています。 

 

３．さいごに 

カスタマーハラスメントは、加害者が顧客や取引先

であるため、企業としては対応に苦慮しがちです。一

方、適切な対策を立てることは、従業員が安心して働

ける環境づくりにもつながり、ひいては生産性の向上

にも寄与します。 

まずは、企業のトップが基本方針を示す必要があり

ます。そのためにも、職場におけるカスタマーハラス

メント被害の実態調査から始めることを、お勧めしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.安全衛生 職場の熱中症を防ぐために 

夏に向かって、暑い日が多くなってきそうです。厚生労働省は 5 月から 9 月まで、「STOP！熱中症 クールワークキャ

ンペーン」を実施しています。 

本稿では、キャンペーンの主な取り組みを紹介するとともに、効果的な熱中症対策などについてお伝えします。 
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※厚生労働省「中小企業の事業主、安全・衛生管理担当

者・現場作業者向け 働く人の今すぐ使える熱中症ガイ

ド」より 

 

２．職場での熱中症による死傷災害の状況 

厚生労働省の集計（令和6年1月11日時点速報値）

によると、職場での熱中症による死亡者と休業4日以

上の業務上疾病者の数は、2023年に1,045人に上り、

ここ10年間で2番目に多い人数となっています。うち

死亡者は28人です。業種別では、建設業、製造業、運

送業で死傷者数の割合が高くなっています。 

 

３．さいごに 

熱中症に伴う労働災害は、被災した労働者や家族は

もちろん、補償などの面で企業にも多大な影響を与え

かねません。毎年、夏には必ず熱中症のリスクが高ま

ります。本格的な暑さを迎える前に、今から職場の熱

中症対策に取り組んでみてはいかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q & A 
記事の中でちょっと気になる豆知識をご案内。今回は、1 ページ目の「カスタマーハラスメントの現状と対応」

に関連する豆知識をお伝えします。 

 

 

 
      

Q． カスタマーハラスメントの労災認定について教えてください。 

A． 

カスタマーハラスメントの状況や当該出来事が生じるに至った経緯等も含めて総合

的に考慮して、当該出来事の心理的負荷の程度を判断し、認定することとなります。 

なお、心理的負荷の総合評価の視点や強度を「弱」「中」「強」と判断する具体的出来

事の例示を参考としてご紹介します。 
 

心理的負荷の総合評価の視点 

・迷惑行為に至る経緯や状況等 

・迷惑行為の内容、程度、顧客等 

（相手方）との職務上の関係等 

・反復・継続など執拗性の状況 

・その後の業務への支障等 

・会社の対応の有無及び内容、改善の状況等 

（注）著しい迷惑行為とは、暴行、脅迫、ひどい暴言、著しく不当な要求等をいう。 
 

■心理的負荷の強度を「弱」「中」「強」と判断する具体例 

【「弱」になる例】 

・顧客等から、「中」に至らない程度の言動を受けた 

【「中」である例】 

・顧客等から治療を要さない程度の暴行を受け、行為が反復・継続していない 

・顧客等から、人格や人間性を否定するような言動を受け、行為が反復・継続していない 

・顧客等から、威圧的な言動などその態様や手段が社会通念に照らして許容される範囲を超える著しい迷惑行為を受け、行為が反

復・継続していない 

【「強」になる例】 

・顧客等から、治療を要する程度の暴行等を受けた 

・顧客等から、暴行等を反復・継続するなどして執拗に受けた 

・顧客等から、人格や人間性を否定するような言動を反復・継続するなどして執拗に受けた 

・顧客等から、威圧的な言動などその態様や手段が社会通念に照らして許容される範囲を超える著しい迷惑行為を、反復・継続する

などして執拗に受けた 

・心理的負荷としては「中」程度の迷惑行為を受けた場合であって､会社に相談しても又は会社が迷惑行為を把握していても適切な

対応がなく､改善がなされなかった 

※厚生労働省「業務による心理的負荷評価表」より 
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3. 提  供 『経営に役立つリポート』を無料でご提供いたします！ 

弊所がお届けするリポートは、経営に役立つ情報が満載です！ 

ビジネスにおける経営戦略、企画・営業、広報、人事管理などのマネジメントに 

関連する情報から、法改正やデジタル化の進展といったビジネストレンドに関する 

情報まで、多岐にわたる内容を取り揃えております。 

以下のリポートの中からご興味のあるテーマがございましたら、弊所あてに 

お気軽にご連絡ください。ご希望のリポートを“無料”にてお届けいたします！ 

今月の経営に役立つリポート 

 

リポート番号 タイトル 内容 

＃48081 

（全 6 ページ） 

賃上げ時代に重要な「同一労働同一賃金」で 

ビジネス的平等を実現 

・2024 年 4 月の法改正で重要となる同一労働同一賃金 

・同一労働同一賃金の肝は「均等待遇・均衡待遇」 

・同一労働同一賃金に違反した場合のペナルティー 

・均等待遇・均衡待遇を賃金に落とし込む際の考え方   等 

＃48082 

（全 6 ページ） 

「社長と幹部の 2.0」激動の時代を共に乗り切る 

社長と幹部社員の付き合い方 

・明日から幹部社員がいなくなってしまったら…… 

・社長が幹部社員に抱く勘違い 

・見直そう、幹部社員との付き合い方 

・社長と幹部の 2.0 

＃48083 

（全 5 ページ） 

【有利な契約】自社が不利にならない 

「契約期間」の定め方 

・契約期間を長くしたほうがよい場合と短いほうがよい場合 

・契約書における契約期間の 3 つの定め方 

・契約期間はどれくらいが適切なのか？ 

＃48084 

（全 6 ページ） 

【産業医監修】ウチの社員は「6 月病」？  

主な症状や医療機関の受診のポイントを紹介 

・6 月病の社員にご用心 

・6 月病になりやすい社員を早期に発見する 

・不調が 1～2 週間続くなら、医療機関での受診を勧める 

・医師の意見を参考に、休職や職場復帰について判断する 等 

＃48085 

（全 4 ページ） 

やらかしがちな賃金トラブルにご用心。 

未払いや過払いなどへの対処法 

・賃金実務で「あれっ？」と思ったら 

・遅刻や早退をした社員の賃金を控除したい 

・未払い分を支払わなければならない 

・過払い分を返還してもらわなければならない 

 

お気軽にご用命ください 
TEL ＞＞＞ 03-3574-3521 
FAX ＞＞＞ 03-3574-3523 

 

貴社名  ご担当者様 
部署・所属 

所在地 〒 

E-mail  Tel  

ご希望のリポート番号  

※ご記入いただきました個人情報は、リポートのご案内およびお届けすることを目的とし、それ以外では利用いたしません。 

 

 
 

お困りのことがございましたらお気軽に弊所までご相談ください。 


